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桜
田
門
外
の
変
（
２
／
９
） 

江
戸
状
之
写 

 

万
延
元
申
年
之
事 

 
１ 三

月
二
日
、
夜
半
よ
り
雪
模
様
、
三
日
未
明
よ
り
殊
之
外 

大
雪
、
春
ゆ
へ
し
か
と
積
ミ

は
不
致
、
上
巳

じ
ょ
う
し

之
御
祝
儀 

と
し
て
、
諸
侯
方
御
登
城
大
体
相
済
、
五
ツ
時
キ 

御
太
鞁

た

い

こ

（
鼓
）
前
、
当
御
屋
敷
表
御
門
通
り
、
尾
張
様 

御
通
行
、
少
し
間
有
之
、
伊
井

マ

マ

掃
部
頭
様
御
通
駕
、 

御
先
箱

お
さ
き
ば
こ

等
上
杉
様
辻
番
所
頃
ニ

ま
ひ
り
、
御
駕 

 
 

上
巳
：
五
節
句
の
一
、
三
月
最
初
の
巳
の
日 

 
 

御
先
箱
：
行
列
の
先
頭
に
担
が
れ
た
着
替
え
な
ど
を
入
れ
る
箱 

２ ハ
当
表
御
長
屋
之
東
之
は
し
、
高
橋
文
佐 

殿
・
加
藤
平
左
衛
門
殿
住
居

す

ま

い

之
真
向
迄
ニ

候
処
、 

早
朝
よ
り
七
人
参
り
、
頭
巾
を
か
ぶ
り
、
傘
・ 

木
履
ニ

て
下
座

げ

ざ

見み

体て
い

之

士
さ
む
ら
い

、
武
鑑
を
見
て 

居
候
由
之
処
、
傘
・
木
履
相
捨
、
御
先
侍
従
江 

邪
魔
を
致
、
直
様

す
ぐ
さ
ま

引
抜
切
懸
ケ

、
其そ

の

中う
ち

御
駕 

之
左
右
よ
り
不
意
ニ

一
同
声
を
掛
、
切
掛
、
折
節 

雪
ニ
而

前
後
不
相
分

あ
い
わ
か
ら
ず

降
最
中
、
井
伊
様
御
供 

何い
ず

れ
も
笠
・
桐
油
を
着
居
な
が
ら
、
直
ニ

抜 

 
 

下
座
見
：
大
名
等
の
行
列
に
下
座
す
る
よ
う
指
示
す
る
足
軽 

 
 

桐
油
：
桐
油
（
ア
ブ
ラ
ギ
リ
か
ら
と
っ
た
油
）
合
羽
の
略 

３ 連つ
れ

シ
渡
合
候
内
、

全
ま
っ
た
く

不
意
ニ

切
付
ら
れ
、
受
身
と 

な
り
た
じ
ろ
く
処
、
両
人
計

ば
か
り

御
駕 

前
後
ニ

切
伏
ら
れ
、
其
外
ハ
高
橋
■(

窓
カ) 

下
辺
、
井
伊
様
之
家
来
壱
人
江

悪
党 

両
人
切
懸
り
切
結
び
、
所
々

し
ょ
し
ょ

方
々

ほ
う
ぼ
う

一
面
ニ 

切
廻
り
、
相
人

あ
い
に
ん

方
何

い
ず
れ

も
十
分
ニ

用
意
を 

待
か
ま
へ
、
雪
は
降
最
中
、
大
上
段
ニ
而

た
て
掛 

た
て
掛
切
付
ル

、
御
堀
脇
へ
両
人
手
分
ケ

有
之 

候
と
相
見
へ
、
右
処
ニ

渡
合
候
中
、
御
駕
之 

 
 
 
 

相
人
方
：
相
手
方 

 

４ 廻
り
、
少
し
透
と
見
へ
候
処
、
種
子
ケ
嶋

た

ね

が

し

ま

之 

小
筒
、
御
駕
ニ

近
く
差
附
、
打
放
候
得
共 

不
通
之
様
子
、
音
も
承
り
不
申
、
其
中う

ち

六
尺
へ 

切
掛
、
前
後
両
三
人
手
負

て

お

い

候
、
右
御
駕
ハ
振
捨
逃
去
、 

直す
ぐ

ニ

大
男
壱
人
、
外
ニ

壱
人
、
長
キ

刀
を
以

も
っ
て

御
駕
之 

上
を
叩
と
見
へ
は
、
左
右
よ
り
幾
度
な
く
差
通
、 

御
駕
も
御
桐
油
掛
り
、
誠
ニ

御
窓
計
り
少
し
有
之 

位
ニ
而

、
其
上
手
（
も
カ
）
早
、
前
後
之
御
様
子
し
か
と
御
分
り 

 
 

 

５ 不
被
成
候
之
趣
、
御
城
端
之
方
、
御
駕
之
戸
明あ

け

候
半

そ
う
ら
わ
ん

と 

す
る
処
、
明
兼

あ
け
か
ね

候
体て

い

、
直
ニ

御
屋
敷
方
へ
相
廻
り
引
明
候 

（
実
は
〇
印
な
り
〕 

処
、
御
供
頭
・
脇
子
三
郎
右
衛
門
立
出

た
ち
い
で

ん
と
す
る
処
、
何
や
ら
ん 

と
言
な
が
ら
む
ざ
ん
に
切
倒
シ

、
御
胴
を
幾
刀
も
な
く 

櫛
切
ニ

き
り
、
直
ニ

首
を
破
り
、
大
男
長
キ

刀
之
先
へ 

 
 

突
さ
ん
と
、
然
共

し
か
れ
ど
も

差
兼

さ
し
か
ね

候
体
ニ
而

、
土
足
ニ
而

踏ふ
ま

へ
差 

通
申
、
高
く
差
上
候
、
此
首
さ
へ
取と

れ

ば
こ
の
ゆ
へ
し
か
と
相

分
り
が
た
く
御
座
候 
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と
高
声
ニ

申
け
れ
ば
、
徒
党
之
も
の
一
同
ニ

は
つ
と 

大
音
上
げ
、
其
侭
上
杉
様
御
門
前
通
り
日
比
谷
御
門
へ 

６ 入
候
由
、
長
州
様
御
屋
敷
辺
ニ
、

一
両
人
深
手
行
倒
候
由
、 

右
様
子
を
見
、
彦
根
雑
兵
共

疾
す
み
や
か

か
々
逃
去
申
候
、
合
羽
持
弐
三
人 

大
ド
ブ
辺
ニ

居
候
、
此
方
御
門
西
之
方
へ
三
四
人
も
居
候
、
御 

馬
口
附
居
候
、
其
外
者
壱
人
も
不
相
見
へ
、
両
三
人
面
体

め
ん
て
い 

真
赤
に
な
り
、
其
中
壱
人
先
か
丈
夫
、

漸
よ
う
や
く

立
寄
す
り 

寄
、
御
死
骸
之
処
に
ま
い
り
見
候
之
処
、
右
之
始
末
ニ

付
、
此
御
首 

を
取と

ら

れ
て
は
と
申
、
嘆
悲
し
む
有
様
、
誠
ニ

以
て 

言
語
ニ

絶
候
次
第
、
〇
印
御
痛
敷

い
た
わ
し
き

御
死
骸
、
中
々
目
も 

 
 

馬
口
附
：
馬
の
口
取
り 

 
 

大
ド
ブ
：
杵
築
藩
邸
前
の
下
水
か 

７ 当
ら
れ
不
申
、
何
れ
も
御
長
屋
の
窓
よ
り
見
候
者 

落
涙
致
候
、
鬢
髪
之
所
し
た
た
か
に
切
付
ら
れ
し 

苦
（
若
カ
）
近
士

き

ん

じ

（
侍
）
壱
人
、
立
ち
ま
わ
り
立
ち
ま
わ
り
、
六
尺
を
呼
寄
勢せ 

候
得
共
、
壱
人
も
居
不
申
逃
去
、
合
羽
持
三
四
人
計
り 

に
て
御
死
骸
を
御
駕
ニ

取
入
レ

、
手
負
壱
人
付
添
へ
、 

漸
御
屋
敷
へ
持
帰
り
、
御
駕
も
帰
ル

、
御
道
具
は
上
杉
様 

辻
番
所
辺
ニ

隠
れ
、
御
箱
も
鵜
首
辺
ニ

逃
居
、
追
々
し 

持
帰
ル

、
其
跡
ニ
而

深
手
之
も
の
、
雪
は
降
、
道
露

ど

う

ろ

（
路
）
ニ

雪 

 

８ 汁
流
れ
、
そ
こ
爰
ニ

手
切
り
落
し
、
鬢
髪
等
も
切 

落
有
之
、
殊
ニ

雪
中
西
瓜

す

い

か

の
切
懸
ケ

し
こ
と
ニ

天
窓 

半
分
計ば

か

り
は
つ
ら
れ
、
片
息
な
る
士さ

む

ら
い
内
か
み
神
た
る 

力
（
刀
カ
）
を
拾
ひ
、
杖
突
、
漸
た
ゝ
ん
（
と
）
す
る
様
子
、
目
ニ

余
り
申
候
、 

其
外
深
手
数
々
、
当
水
御
門
辺
ニ

よ
ろ
ぼ
い
参
り 

同
所
ニ

て
相
果
、
彼
是
之
中
、
彦
根
様
御
屋
敷
よ
り
礼
腰
（
服
カ
） 

な
り
ニ

罷
出
候
も
有
之
、
御
差
押
さ
へ
之
由
、
其
中う

ち

当 

御
屋
敷
よ
り
披
場(

非
常
カ)

之
儀
ニ

付
、
見
分
立
固
メ

等
被
差
出
、 

 
 

は
つ
ら
れ
：
削
ら
れ 

水
御
門
：
杵
築
藩
屋
敷
の
門 

９ 三
右
衛
門
殿
、
彦
根
御
屋
敷
へ
御
届
け
、
為
間
合
罷
出
候 

上
、
御
登
城
中
ニ

付
、
為
右
衛
門
殿
御
城
ニ

罷
出
、
御
直
に 

是
を
申
上
ル
、
彦
根
方
よ
り
駕
・
鈎
台
等
持
参
り 

夫
々
御
引
取
、
相
人
方
之
も
の
壱
人
切
伏
此
者
他
之
者

同
所
通
之
人 

 
 

と
も
申
候
得
共
、
相
人
方
ニ

相
違
無
之
、
是
は
引
取
、 

残
有
之
所
又
々
引
取
ら
れ
候
、
依
而

よ

っ

て

此
方
様
少
シ

も 

御
厄
介
筋
無
之
、
諸
掃
除
計

ば
か
り

也
、
徒
党
の
も
の 

打
捨
て
有
之
、
傘
不
残
、
白
張
、
右
（
石
カ
）
等
迄
何
も
不
残 

被
引
取
候
、
其
前
鬢
之
辺
切
ら
れ
、
口
は
り
居
な 

 
 

 
 

 
 

口
は
り
：
口
腫
れ
か
？ 

１
０ 

が
ら
御
長
屋
下
ケ
罷
帰
り
な
が
ら
、
イ
ハ
エ
テ
（
結
わ
え
て
）
被
下
、
誠
ニ 

 
 

候
残
念
也
と
申
、
ふ
り
返
り
ふ
り
返
り
跡
を
見
、
漸
引 

取
候
も
の
も
有
之
、
又
は
疵
口
ニ

鉢
巻
等
し
て 

帰
ル

も
有
之
、
徒
党
之
も
の
、
た
す
き
に
袴
等
、
又
は 

鉢
巻
も
有
之
間
ニ

は
、
皮
を
（
の
カ
）
古
胴
を
下
々
に 

着
用
有
之
趣
ニ
而
、

十
分
御
出
門
を
白
眼
つ
め 

相
待
、
程ほ

ど

由よ
し

と
不
意
を
打
、
に
が
に
が
敷
事
ニ

候
、
彦
根 

 
 

 

ニ

者
は
運
尽
ル

時
な
る
に
や
、
雪
降
最
中
、
雨
具
脱
之 

 
 

白
眼
つ
め
：
眼
を
こ
ら
し
の
意
か
？ 

１
１ 

無
踏
（
鞜
カ
）
に
大
な
る
笠
を
か
ぶ
り
、
桐
油
な
が
ら
勝
負 

何
れ
も
残
念
難
申
尽
、
手
負
仲

間

ち
ゅ
う
げ
ん

・
六
尺
、
霞
ケ 
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関
辺
逃
去
有
之
、
早
速
本
丸
之
内
桜
田
初
メ 

往
来
止
メ

、
悪
党
共
ハ
日
比
谷
よ
り
八
代
洲

や

よ

す

河
岸

か

し 
辺

あ
た
り

遠
藤
様
辻
番
へ
も
、
首
取
壱
人
歩
行
難 

 
 

出
来
居
処
、
腹
切
止
メ

、
ノ
ン
ド
（
咽
喉
）
を
突
候
処
、
仕
そ
ん
じ 

引
抜
、
又
々
突
候
得
共
、
矢
張
元
之
穴
へ
突
込
候
様
子
ニ 

候
得
共
、
自
由
な
ら
ず
、
胴
の
力
も
無
之
、
往
来
之
者 

遠
藤
様
：
若
年
寄
遠
藤
但
馬
守
（
近
江
三
上
藩
主
） 

１
２ 

へ
手
真
似
致
、
首
打
く
れ
候
様
子
を
致
候
得
共
、
其
中 

辻
番
へ
取
上
ケ

、
遠
藤
様
よ
り
立
固
メ

人
等
弐
拾
余
人 

御
差
出
、
右
之
者
持
参
し
首
は
、
彦
根
供
頭
・
脇
子 

三
郎
右
衛
門
首
を
相
渡
候
趣
ニ
而

、
彦
根
方
へ
持
帰
り
、
其 

外
所
々
行
倒
れ
有
之
、
荒
増

あ
ら
ま
し

別
紙
ニ
而

御
承
知
可
被
下
、 

彦
根
方
も
十
分
ニ

相
働
候
得
共
、

全
ま
っ
た
く

雪
中
、
雨
具 

ゆ
へ
、
右
之
成
行
へ
相
見
へ
申
候
、
相
人
方
も
多
分 

深
手
、
所
々
行
倒
候
由
、
遠
藤
様
辻
番
上
よ
り
段
々 

１
３ 

療
治
致
候
得
共
、
同
夜
死
去
と
も
申
候
、
是
は
元
薩 

州
有
田
（
村
）
治
右
（
左
）
衛
門
と
申
廿
三
四
才
の
様
子
な
り
、 

右
息
聞
之
儘
申
上
候
、
風
證
（
説
）
数
々
有
之
候
得
共
、 

実
否
不
相
分
故
不
申
上
候
、
右
は
三
郎
右
衛
門
殿
御
咄 

承
り
侭
申
上
候
、
御
長
屋
下
勝
負
之
儀
は
余
り 

大
事

お
お
ご
と

ゆ
へ
、
見
者

み
る
も
の

爰
待
（
彼
）
処

こ

こ

か

し

こ

、
見
廻
り
申
候
ゆ
へ 

相
分
り
兼
、
口
々
に
て
違
ひ
申
事
も
候
得
共
、 

御

考

合

か
ん
が
え
あ
わ
せ

被
成
候
得
共
、
具

つ
ぶ
さ

ニ

相
分
り
申
候
、
諸
方
ニ
而

は 

１
４ 

色
々
ニ

申
候
由
、
当
屋
敷
計

ば
か
り

実
録
ゆ
へ
、
段
々 

諸
家
よ
り
尋
ニ

参
り
候
得
共
、
有
躰

あ
り
て
い

ニ

は
不
申
候
、 

〇
一
条
は
不
存
、
跡
ニ
而

彦
根
侯
御
供
方
と
気
ニ

付
候
所 

と
申
達
候
、
中
ニ

此
節
之
儀
不
容
易

よ
う
い
な
ら
ざ
る

之
義
、
脇
坂
様
、 

細
川
様
当
り
ニ

も
参
り
候
由
、
別
紙
有
之 

一 

昨
年
御
承
知
通
り
、
水
戸
中
納
言
御
裁
許
之 

後
、
右
御
付
方
先
達
而
三
千
石
以
上
九
人
、
千
石
以
上 

１
５ 

弐
拾
九
人
計
り
切
腹
死
罪
、
其
以
下
弐
三
百
人 

も
御
裁
許
有
之
候
由
、
其
次
男
・
三
男
・
又
者

ま
た
も
の

等
大
勢 

徒
党
致
候
趣
、
猶
中
納
言
様
ニ

も
御
手
当
相
成
候
得
共
、 

御
国
元
立
退
候
ニ

付
、
先
日
人
相
書
下
々
持
、
四
人
計
り 

公
辺
江

御
達
相
成
、
御
取
締
之
儀
被
仰
出
、
夫
々
ニ 

先
日
大
名
方
へ
被
仰
付
候
得
共
、
御
名
所

な
ど
こ
ろ

は
失
念
仕
候 

一 

徒
党
之
者
、
諸
国
悪
党
共
集
め
、
彼
是
壱
万
人 

計
り
も
有
之
、
笠
間
牧
野
様
城
乗
取
、
籠
城
之
取 

１
６ 

沙
汰
、
水
戸
当
侯
様
不
一
方
御
辛
労
、
御
坊
（
防
カ
）
御
用
意
最 

中
之
由
、
御
出
入
町
家
何
某

な
に
が
し

此
方
へ
参
り
、
昨
日
之
事 

ニ

て
水
戸
様
御
屋
敷
へ
御
払
取
参
ル

処
、
右
様
之
次
第 

ニ

て
中
々
左
様
之
処
ニ

は
無
之
、
引
取
候
段
申
候
事 

一 

酒
井
右
（
左
）
衛
門
尉
様
、
会
津
肥
後
守
様
、
市
中
御
固
メ 

 
 

被
仰
付
候
事 

一 

先
月
廿
九
日
夜
か
朔
日
之
夜
か
、
彦
根
様
御
屋
敷 

御
椽
之
下
ニ

、
忍

し
の
び

之
も
の
弐
人
被
召
捕
候
事 

１
７ 

一 

御
運
尽
候
時
に
や
、
二
日
迄
御
引
込
、
三
日
御
登
城
懸
け 

 
 

之
儀
、
右
始
末
也 

一 
四
日
夕
刻
彦
根
様
御
見
舞
と
し
て
上
使
・
塩
谷

え

ん

や 
豊
後
守
様
被
罷
出
候
事 

一 

昨
日
迄
丸
之
内
ニ

は
、
行
先
姓
名
等
不
申
候
而

は
入
レ 

不
申
候
、
三
日
夜
よ
り
直
ニ

市
中
与
力
・
同
心
・
鳶と

び

も
の 
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等
計

ば
か
り

即
相
固
メ
、
弐
三
人
群む

れ

居お
り

候
得
は
夫
々
承う

け

糺
た
だ
し 

候
事 

一 
三
日
御
下
り
よ
り
諸
家
様
方
、
段
々
御
供
増
、
此
方
様 

１
８ 

御
同
様
、
松
平
伯
耆
守
様
ニ

は
御
吟
味
懸
り

ゆ
へ 

哉
、
弐
拾
人
計
り

今
以
て
相
固
メ

前
後
之
事 

 
 

ニ

候
事 

一 

五
日
無
急
度
勝
手
次
第
御
供
増
之
儀
、
御
沙
汰 

有
之
候
事 

一 

三
日
朝
和
泉
守
様
ニ

も
御
登
城
之
処
、
途
中 

 
 

何
者
も
不
知

し
れ
ざ
る

駕
訴

か

ご

そ

之
者
有
之
候
得
共
、
御
多
用 

無
之
被
為
入
候
処
、
右
徒
党
之
次
第
段
々
見
懸
け 

候
ゆ
へ
、
直
ニ

御
供
増
ニ
而

御
遅
刻
御
登
城
被
成
候
事 

 

１
９ 

右
之
外
、
中
々
風
説
は
難
申
尽
候
ニ

付
申
、
不
申
上
、 

異
国
は
右
之
成
行

旁

以

か
た
が
た
も
っ
て

不
穏
、
長
結
は
御
断
ニ
而 

御
座
候
、
余
り
は
後
便
、
尚
委
敷

く
わ
し
き

事
は
追
々
下
着

げ
ち
ゃ
く

之 

上
、
草
々
御
咄

は
な
し

可
申
述
、
此
度
之
治
り
方
如
何
哉
と
、
貪ど

ん

念ね
ん 

ニ

罷
出
候
、
御
屋
敷
中
、
昨
今
何
も
手
ニ

付
不
申
候
、 

彦
根
は
御
国
元
よ
り
追
々
御
出
府
候
ハ
ヾ
、
如
何
奉
存
候 

併
只
今
之
様
子
ニ
而

は
何
処
迄
も
内
々
済
之
様
子
ニ 

有
之
候
、
以
上 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

三
月
六
日 

別
紙 

２
０ 

一 

遠
藤
様
辻
番
上
り 

 
 

薩
州 

 

有
田
）
村
）
治
右(

左)

衛
門 

脇
坂
様
へ
罷
出
候
者 

 
 

 
 

 
 

 

佐
野
斎
之
助 

黒
澤
忠
三
郎 

蓮
田
市
五
郎 

斎
藤 

監
物 

〆 

〇 

広
岡
驚
次
郎 

大
関
和
七
郎 

２
１ 

〇
印
之
分
兼
而

か

ね

て

人
相
書
を
以
て
御
達
相
成
候
由
也 

 

山
口
辰
之
助 

横
山
弥
次
郎 

〇 

森 

五
六
郎 

鯉
渕 

要
人 

広
木
松
之
助 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

稲
田 

十
蔵 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

関 

錦
之
助 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

〇 

高
橋
太
一
郎 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

林
忠
右
衛
門 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

森
山
繁
之
助 

２
２ 

一 

八
代
洲

や

よ

す

河
岸
ニ
而

両
人
自
殺
、
佐
野
以
下
何
れ
も 

一
同
ニ

参
居
候
処
、
歩
行
難
相
成
、
直
ニ

自
殺
之
者
も
有 

之
段
、
脇
坂
様
ニ

申
達
候
人
数 

右
書
附
は
御
留
守
居
之
手
よ
り
伝
へ
写
候
ニ

付
、
実 

事
ニ

可
有
之
候 

彦
根
方
即
死 

七
人 

手
負 

拾
七
人 

供
頭
首
脇
子
三
郎
右
衛
門
、
有
田
（
村
）
治
右
（
左
）
衛
門
打
也 

一 

昨
五
日
細
川
様
へ
御
預
け
右
（
左
）
之
通
り 

 

２
３ 

佐
野
斎
之
助 
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黒
澤
忠
三
郎 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

蓮
田
市
五
郎 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

斎
藤 

監
物 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

大
関
和
七
郎 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

横
山
弥
ニ
郎 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

森
山
繁
之
助 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〆 

是
は
伊
藤
八
郎
助
殿
方
へ
公
儀
之
御
坊
主
参
り
咄
申
候
、 

少
シ

も
文
面
違
も
可
有
之
候
得
共
大
略 

２
４ 

一 

掃
部
頭
様
よ
り
即
刻
御
届
ケ 

今
朝
可
致
登
城
之
処
、
外
桜
田
御
門
外
、
上
杉
弾
正 

大
粥
辻
番
向
、
松
平
大
隈
守
大
ド
ブ
脇
ニ
而

、
供
先
へ 

狼
藉
弐
拾
人
余
程
罷
出
抜
連

ぬ
き
つ
れ

、
夫
よ
り
駕
を
目
懸 

鉄
砲
を
打
懸
候
ニ

付
、
供
方
手
疵
受
候
間
、
一
先

ひ
と
ま
ず

帰 

宅
仕
候
、
狼
藉
之
儀
は
家
来
共
打
留
候
者
も
有 

之
、
訴
（
跡
カ
）
は

悉
こ
と
ご
と
く

逃
去
申
候
、
此
段
不
取
敢

と
り
あ
え
ず

御
届
申
上
候 

別
紙 

弐
拾
壱
人 

怪
我
人 

不
打
有
之 

２
５ 

即
死 

四
人 

深
手 

七
八
人 

手
負 

数
々 

六
尺
弐
人 

草
履
取 

壱
人 

跡
不
相
覚 

 

風
説
書
相
人
方
之
者 

脇
坂
様
へ
弐
人
首
持
参
り
本
望
と
げ
候
段 

届
出
ル 

細
川
様
江

四
人 

飯
所
望 

２
６ 

八
代
州
河
岸
へ
四
人 

行
倒
れ
自
殺 

辰
之
口
へ 

弐
人 

 

右
同
断 

遠
藤
様
前
壱
人 

 
 

右
胴
断 

又
八
代
州
河
岸 

増
山
様
御
屋
敷
脇
ニ 

 

両
人 

長
州
様
御
長
屋
下
廻
り 

弐
人 

辰
之
口
へ 

 
 

 
 

 

弐
人 

遠
藤
様
へ 

 
 

 
 

 

弐
人 

細
川
様
辻
番
へ 

 
 

 

四
人 

２
７ 

散
乱
致
候
ニ

付
、
未

い
ま
だ

相
ま
と
め
候
人
数
相
分
り 

か
た
く
、
取
々
申
候
人
数
之
儀
ニ

付
、
追
々
相
分 

り
可
申
候 

一 

彦
根
様
方
手
負
之
人
等
も
中
々
日
々
と
（
問
）
ひ 

不
申
候
ゆ
へ
定
兼

さ
だ
め
か
ね

候 

大
名
小
路
阿
州
様
脇
に
家
来
手
負
な
が
ら 

追
懸
ケ
行
倒
れ
自
殺
也 

 

 

別
紙 

一 

笠
間
城
は
水
戸
よ
り
五
六
里
程
隔
り
候
由
、
御
城
主 

牧
野
様
ニ

は
御
屋
敷
大
混
雑
、
先
日
御
家
老
壱
人 

２
８ 

出
立
被
致
候
之
由
、
牧
野
様
ニ

も
御
暇
被
下
候
而

、
近
日 

中
、
国
元
へ
出
立
之
趣
承
り

申
候
事 

一 

先
日
水
戸
侯
よ
り
御
達
ニ

相
成
は
、
成
人
之
者
は
妻
子 

 
 

を
害
シ

身
一
ツ
ニ
而

国
元
罷
出
候
由
、
此
節
は
名
所
〇
印 

右
之
趣
也 

一 
本
文
申
上
候
脇
子
三
郎
右
衛
門
首
取
候
始
末
、
細
ニ

見 
受
候
者
は
当
御
屋
敷
第
一
、
上
杉
様
御
屋
敷
外 

ニ

は
無
之
候
ニ

付
、
段
々
諸
家
様
よ
り
尋
ニ

参
り
候
得
共
、 

御
答
ぶ
り
も
有
之
候
間
、
右
申
上
候
通
り
其
御 

２
９ 
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含
ニ
而

御
内
々
可
被
下
候
事 

一 

彦
根
様
御
屋
敷
ニ

も
直す

ぐ
ニ

御
門
ニ

懸
り 

右
辺
長
屋
衆
へ
相
尋
致
由
申
候
ニ

付
、
三
日
は 

式
日
ニ

付
、
当
主
之
者
は
不
残

の
こ
ら
ず

出
仕
致
居
候
得
共
、 

婦
人
児
供

こ

と

も

之
儀
は
右
不
相
分
候
、
表
向
御
尋
ニ

候
ハ
ヾ 

役
人
へ
申
達
候
様
、
可
仕
旨
相
答
候
処
、
左
様 

な
ら
ば
先ま

ず

と
申
引
取
申
候
、
猶
又
始
末
細
見 

受
候
得
共
、
外
ニ

委
敷

く
わ
し
く

申
聞
間
敷

ま

じ

く

と
の
事
ニ 

御
座
候
、
以
上 

 

万
延
元
申
四
月
写
之 


